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Ｈ２３年４月データ

１．概　　況

好転 不変 悪化

前月と比較して 2 13 14

今後３か月程度の見通し 1 13 15

全 体 漁 業 水 産 加 工 業 農 業 商 業

建 設 業 観 光 業 不 動 産 業 養 豚 業 自 動 車

好調 低調

（前月と比較した当月の各業種の景況感を天気図で表示してみました。）

＜業種別天気図＞

銚子信用金庫

全体の景況感（全２９店舗）

【漁　業】
　銚子港の平成23年4月の総水揚数量は13,864トンで前年同月比＋2,773トンとなった。総水揚
金額は1,272百万円で前年同月比▲98百万円の減少となった。セグロイワシの水揚数量増加によ
り前年同月比、数量は増加したが、魚価の高いサバ漁の稼動日数が1日に止まったため金額は減
少した。また、前月比については総水揚数量▲317トン、総水揚金額▲42百万円とともに減少し
た。福島原発事故に伴う風評被害は深刻であり、放射性物質の海洋検査が行われ問題はないと
のことであるが、終息にはほど遠い。
【農　業】
　銚子地区のキャベツ・ダイコンの価格相場はキャベツが1箱（10㎏）525円～650円程度、ダイ
コンについては1箱（10㎏）470円～785円程度で取引された。前月と比較してキャベツはやや値
を下げており、ダイコンについては1割強値を上げて取引された。前年同月の価格相場と比較し
てキャベツは、5割強値を下げて取引されており、ダイコンについても4割弱値を下げて取引さ
れた。
【商　業】
　日本商工会議所が発表した4月の業況ＤＩ（景況判断指数）の速報値は前月より▲11.8ポイン
トの▲57.7となった。悪化幅は過去最大。震災の影響を受け、先行きに関する不透明感を背景
とした企業の生産や個人消費が大幅に落ち込んだためだ。
　地元商店街も影響は甚大で売上高は減少傾向にあり、銚子地区ではシンボルロードの夜間照
明も節電により自粛気味。懸念材料の早期解消により企業や家計マインドの好転が待たれる。
【建設業】
　平成23年3月の公共機関からの受注工事(1件500万円以上の工事)は、千葉県で23,920百万円
(前年同月比▲4,830百万円)、茨城県は14,537百万円(前年同月比▲14,784百万円)となった。ま
た、前月(2月)と対比して千葉県は2,707百万円、茨城県は1,617百万円の増加となった。
【観光業】
　ホテル・旅館業および観光施設は、宿泊、宴会の中止や自粛ムードのあおりを受け客数が激
減しており影響は極めて甚大となった。また、ゴールデンウィークの宿泊予約もほとんど入ら
ず、価格設定を下げてＰＲしているものの苦戦が続いている。一方、日帰り客については、若
干ではあるが回復の兆しが見えてきたが、地元への派生効果は少ない。
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２．主要業種別動向

■　漁業・水産加工業

H23年4月 H22年4月 前年同月比 H23年4月 H22年4月 前年同月比

鰯 11,677 3,104 8,573 473,258 179,068 294,190

鯖 410 6,434 ▲ 6,024 28,156 409,929 ▲ 381,773

鯵 0 181 ▲ 181 0 9,044 ▲ 9,044

鰹・鮪 1,359 925 434 541,798 505,287 36,511

(内鰹一本釣) 0 0 0 0 0 0

秋刀魚 0 0 0 0 0 0

底曳 201 210 ▲ 9 122,572 166,159 ▲ 43,587

その他 217 237 ▲ 20 105,964 100,198 5,766

合計 13,864 11,091 2,773 1,271,748 1,369,685 ▲ 97,937

数量 97.76%
金額 96.82%
数量 125.00%
金額 92.85%

H23年4月 H23年3月 H22年4月

鰯 8日 8日 8日
鯖 1日 4日 6日
鯵 0日 0日 4日

鰹・鮪 25日 24日 24日
(内鰹一本釣) 0日 0日 0日

秋刀魚 0日 0日 0日
底曳 22日 15日 18日

その他 25日 24日 24日

前年同月比

水　揚　日　数

前月比

数量（トン） 金額（千円）

銚　子　魚　市　場　水　揚　高

種類　　　区分

　銚子港の平成23年4月の総水揚数量は13,864トンで前年同月比＋2,773トンとなった。
総水揚金額は1,272百万円で前年同月比▲98百万円の減少となった。セグロイワシの水
揚数量増加により前年同月比、数量は増加したが、魚価の高いサバ漁の稼動日数が1日
に止まったため金額は減少した。また、前月比については総水揚数量▲317トン、総水
揚金額▲42百万円とともに減少した。福島原発事故に伴う風評被害は深刻であり、放射
性物質の海洋検査が行われ問題はないとのことであるが、終息にはほど遠い。
　飯岡港では、津波被災により海匝漁協所属の漁船190隻のうち、4割にあたる78隻が損
傷した。漁船や乗用車の引き揚げ作業が終わったばかりで、港内にはまだ漁網や泥が埋
まり、出漁を妨げている。
　波崎港では、3隻の漁船が沈没したままであり、まき網船団1ヶ統は全く出漁ができな
かった。依然として市場では、茨城産が敬遠されている傾向から仲買人の買い控えも続
いており厳しい状況にある。
  勝浦港では、総水揚数量は825トンで総水揚金額364百万円となった。前年同月比では
カツオ・マグロ類の水揚減少により、総水揚数量・金額ともに減少した。また、前月対
比ではカツオの水揚減少により、総水揚数量▲430トン、総水揚金額▲178百万と数量・
金額ともに減少した。
　水産加工業については、原発事故による不安感から中国人実習生が大量に帰国してい
る。また、次期実習生の募集にも見通しが立たず、生産に影響しかねない。

銚子市漁業協同組合調べ
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■　農　　　　業

■　商　　　　業

銚子港水揚高推移
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　銚子地区のキャベツ・ダイコンの価格相場はキャベツが1箱（10㎏）525円～650円程
度、ダイコンについては1箱（10㎏）470円～785円程度で取引された。前月と比較して
キャベツはやや値を下げており、ダイコンについては1割強値を上げて取引された。前年
同月の価格相場と比較してキャベツは、5割強値を下げて取引されており、ダイコンにつ
いても4割弱値を下げて取引された。
　波崎地区のピーマン出荷量は前年同月と比較して例年並みとなったが、震災以降、大
幅な安値にて取引されている。1袋あたりの価格相場は43円程度で取引され、前年同月と
比較して77円程度値を下げており、前月対比では、7円程度値を下げて取引された。
　旭地区のキュウリ・トマトの価格相場はキュウリが1本（等級　秀）5円～20円程度、
トマトは1箱（4Kg）500円～1,300円程度で取引された。前月と比較してキュウリ、トマ
トともに取引価格の変動はなかった。
　海上、飯岡地区の農産物6品目（ホウレンソウ・チンゲンサイ・シュンギク・サン
チュ・セロリ・パセリ）については、出荷制限されていたが全品目解除となった。しか
し、引続き放射性物質のサンプリング検査は実施されるため、風評被害等は払拭されて
いない。
　また、メロンの作付けがすでに始まっているが、他品目の取引価格の推移から強い不
安感が残る。

　日本商工会議所が発表した4月の業況ＤＩ（景況判断指数）の速報値は前月より▲
11.8ポイントの▲57.7となった。悪化幅は過去最大。震災の影響を受け、先行きに関
する不透明感を背景とした企業の生産や個人消費が大幅に落ち込んだためだ。

　地元商店街も影響は甚大で売上高は減少傾向にあり、銚子地区ではシンボルロード
の夜間照明も節電により自粛気味。懸念材料の早期解消により企業や家計マインドの
好転が待たれる。
　
　
 

情報アドバイス
銚子商工会議所
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■　建　設　業

　

  前月戸数 前々月戸数     増減 　
千葉県 2,873 2,786 87

茨城県 1,054 1,422 ▲ 368

■　観　光　業

　ホテル・旅館業および観光施設は、宿泊、宴会の中止や自粛ムードのあおりを受
け客数が激減しており影響は極めて甚大となった。また、ゴールデンウィークの宿
泊予約もほとんど入らず、価格設定を下げてＰＲしているものの苦戦が続いてい
る。一方、日帰り客については、若干ではあるが回復の兆しが見えてきたが、地元
への派生効果は少ない。

　飯岡地区の釣り船は、震災で多くの船が津波被災し、一部の稼動した船で、マダ
イ・ショウサイフグの釣果は良好であったが、客足が鈍いため売上は伸びていな
い。
　
　

　千葉県・茨城県の住宅着工戸数は以下のとおり。

国土交通省統計情報より

千葉県住宅着工戸数
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茨城県住宅着工戸数
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　平成23年3月の公共機関からの受注工事(1件500万円以上の工事)は、千葉県で23,920
百万円(前年同月比▲4,830百万円)、茨城県は14,537百万円(前年同月比▲14,784百万
円)となった。また、前月(2月)と対比して千葉県は2,707百万円、茨城県は1,617百万
円の増加となった。
　公共機関からの受注工事は、千葉県では国の機関の受注が減少したため、前年同月
を下回り、茨城県でも、国・地方の機関からの受注が減少となり前年同月を下回る結
果となった。
　平成23年3月の住宅着工戸数は、千葉県では2,873戸と前年同月比▲3.4％(▲100戸)
の減少となった。茨城県については、1,054戸で▲12.9％(▲156戸)と減少した。な
お、前月（2月）対比については、千葉県で87件の増加、茨城県では368件の減少と
なった。

情報アドバイス
銚子商工会議所
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■　不動産業

■ 養　豚　業・畜　産　業

■ 自動車ディ―ラ―

当 月 前 月 前 月 比 前 年 同 月 前 年 比

普 通 1,966 4,423 44.45% 4,703 41.80%

小 型 2,393 5,396 44.35% 4,362 54.86%

小 計 4,359 9,819 44.39% 9,065 48.09%

普 通 150 537 27.93% 206 72.82%

小 型 271 670 40.45% 557 48.65%

小 計 421 1,207 34.88% 763 55.18%

特 殊 114 372 30.65% 168 67.86%

バ ス 22 81 27.16% 42 52.38%

小 計 136 453 30.02% 210 64.76%

4,916 11,479 42.83% 10,038 48.97%

貨
物

特
殊
等

総 合 計

千葉県内新車登録台数状況（軽自動車を除く）

乗
用

千葉県内新車登録台数・前年同月比の推移
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　平成23年4月の東京市場での鶏卵と豚枝肉の卸売価格相場は、鶏卵（Ｍサイズ）の卸売価
格は平均240円/㎏（4月最終週の平均価格）で前月比＋23円/kgと値上がりした。前年同月
比についても＋63円/kgと高値にて推移している。
　豚枝肉の卸売価格相場は、平均489円/㎏で前月比＋15円/㎏と値上がりした。前年同月比
についても＋61円/㎏と値を上げた。

　平成23年4月の千葉県新車登録台数は4,916台で、前年同月比▲51.03％の減少（▲5,122
台)となり、8ヶ月連続で前年同月台数を下回った。また、前月比では▲57.17%の減少（▲
6,563台)となった。
　車種市場別の登録台数状況を見ると、乗用車市場全体では4,359台と前年同月比▲
51.91％（▲4,706台）の減少となった。また、貨物車市場は421台の登録台数で前年同月
比▲44.82％（▲342台）の減少となった。
　占拠率はトヨタが36.3％と高水準を確保しており、次いで2位は、7ヶ月連続でホンダ
（18.7％）となり3位は日産（15.2％）となった。

社)日本自動車販売協会連合会　千葉県支部調べ

情報アドバイス
千葉トヨタ自動車㈱

　被災地周辺地域の不動産売上の低迷が顕著となっており、今後も同地域における分譲地の
販売は厳しい状況が続くものと思われる。
　また、震災の影響で住宅関連の資材供給が不透明となっており、戸建て住宅やマンション
の販売延期が懸念される。
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３．その他の動向

有効求人倍率 (単位：倍、増減はポイント)

前月 前々月 増減 前年同月 増減

銚子公共職業安定所管内 0.75 0.74 0.01 0.62 0.13

茂原公共職業安定所管内 0.49 0.50 ▲ 0.01 0.39 0.10

いすみ公共職業安定所管内 0.67 0.75 ▲ 0.08 0.57 0.10

成田公共職業安定所管内 0.53 0.57 ▲ 0.04 0.55 ▲ 0.02

佐原公共職業安定所管内 0.41 0.40 0.01 0.40 0.01

千葉県 0.55 0.56 ▲ 0.01 0.46 0.09

有効求人倍率＝有効求人数÷有効求職者数

電力使用量 (単位：千ｋｗｈ)

前月 前年同月 増減

東京電力成田支社管内総電力使用量 341,057 375,427 ▲ 34,370

　平成23年(2011年）4月の負債総額1000万円以上を有する千葉県内企業倒産件数は22件
で、前月比で10件の減少となった。また、前年同月比では8件の減少であった。
　負債総額は19億6800万円で、前月比62億2500万円の減少となり前年同月比でも22億
8000万円の減少となった。4月の負債総額10億円以上の大型倒産は0件であった。

　倒産会社の従業員数は65名で前月比169名の減少となった。
　産業別では「建設業」が6件と多く、次いで「サービス業他」が5件となった。負債総
額でも「建設業」が7億7100万円と多く、次いで「金融・保険業」が4億2300万円と続い
た。
　原因別では、「業績不振」によるものが17件（構成比77.3％）と多く、次いで「過小
資本」「他社倒産の余波」が各2件（構成比9.1％）となった。

　3月11日に東日本大震災が発生し、千葉県は地震や津波による直接的な被害のみに留
まらず、農・水産物の風評被害や、原材料や商品供給の遅れといった間接的な被害もあ
り、中小・零細企業にとっても影響は大きく、県内経済への打撃も非常に大きい。
　現状、各企業は夏場の節電への対応に不安を感じている企業が多く、自社で発電機等
を装備している企業は良いが、資金力に乏しい中小・零細企業にとっては節電への対応
にも苦労するものと見られる。大震災と原発問題で景気の先行きに不透明感が漂う中、
これまで倒産を抑制してきた政府施策の薄まりが重なることで、今後企業倒産が急増す
る可能性は高い。
　
　

東京電力㈱成田支社調べ

ハローワーク銚子/茂原/いすみ/成田/佐原

求　人

倒　産

電　力

(東京商工リサーチ・千葉県内企業倒産状況より)
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銚子市漁業協同組合
銚子商工会議所
株式会社 東京商工リサーチ
国土交通省　統計情報
社）日本自動車販売協会連合会　千葉県支部
千葉トヨタ自動車 株式会社
ハローワーク銚子
ハローワーク茂原
ハローワークいすみ
ハローワーク成田
ハローワーク佐原
ハローワーク常陸鹿嶋
東京電力 株式会社 成田支社
（順不同）
 ※ その他掲載データは当金庫独自の調査に
　　よるものです。

本誌作成にあたってのデータ参照先

ビジネス知恵袋のご案内

「取引先事業所の成長･発展」を目的に､経営コンサルティング企業の㈱タナベ経営と
タイアップし、みなさまのビジネスを支える多彩な情報をインターネットを通じて
ご提供するサービスです。

【年会費】17,850円（うち消費税850円）
【ご入会】当金庫取引の有無は問いません。入会申込書は、お近くのちょうししんきん

経営情報リポート
業種別・機能別・経営テーマ別に分類。
改善事例や経営ノウハウなど総数2,000種類の経営情報をご提供。

法律アドバイスネット
法律に関するQ＆A4,000種類。申請書・申告書記載例300件、根拠条文も閲覧可能。

ネット経営相談
企業経営に関するアドバイスネット。FAQを50件掲載。
あらゆる経営のお悩みをご相談ください。専門コンサルタント、法律･税務の専門家が
メールでアドバイスいたします。

リポート・ネット
毎月配信するリーダーズ・リポートと地域版コンサル・リポートをご覧いただけます。

その他のコンテンツを含めて、全16の充実したコンテンツが満載！
みなさまのお申込みをお待ちしています。

窓口またはご担当の営業担当者におたずねください。
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